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今月の聖句 

主はノアに言われた 

「あなたとあなたの家族は 

箱船に入りなさい」 

創世記 7章 1節 

 

先月は子どもたちと天地創造の物語

を学びました。混沌とした世界を秩序正

しい美しい世界にしていった。この話が

書かれた時、イスラエルは当時の世界帝

国バビロンに滅ぼされて、国の主だった

人々はみなバビロンに連れて行かれま

す。バビロン捕囚という過酷な時代でし

た。将来に対する希望もなく、生きる目

的もなくなった人々に、神が必ず希望無

き時代を終わらせてくれる。そんな思い

で創造物語が書かれたようです。昔々そ

んなことがあったよというような、お年寄り

が子どもたちに昔話をするような状況で

はなかったのです。そしてこの状況が起

きたことが何故なんだろう。神が愛の神

であるならば自分たちが今、異国の土地

で人々に嘲笑されて自由も希望もなく過

ごしているのは何故だろうと考えました。

その結論が、神との約束を守らず、神を

神としなかったからだということです。創

世記はそんな思いの中で様々な物語を

伝えます。自分が神になろうと天にまで

届く塔を造ったバベルの塔の物語。人が

バラバラに自分勝手に生きている原因を

この物語を通してイスラエルの人々に伝 
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えます。そして「神を神として生きていくこ 

と」の重要性を教えました。今月の聖句

にあるノアの箱舟の記事も同じような思

いの中で書かれました。 

神は地上に悪がはびこり、その心がい

つも悪に傾くのを見て、暴虐に満ちてい

る人間を創造されたこと自体を嘆かれま

す。地上の生きとし生けるものを滅ぼして。

この世界を再創造をする決意をします。

しかしノアという神の前に正しいとされた、

神を神として日々生きているノアを滅ぼ

すことを躊躇されます。聖書はノアは神

の目に適う人だったと伝えています。（創

世記 6：5～）神は大洪水を起こすことで

地にあるものを全て滅ぼそうと計画しま

す。そこで大洪水を回避できるように箱

船を造りなさいと命じます。その箱船は

木製で水漏れしないようにタールで目張

りするようにと命じられます。長さが 300

アンマ、一アンマは４～50 センチと言わ

れているので、150 メートル位でしょうか。

幅は 25 メートル、高さは 15 メートル。3

階建てにして小部屋を沢山造って動物

を入れられるようにしなさい。ノアは神の

命令に従って、自分の家の前でそんな

馬鹿げた船を造ります。人々はどのよう

に感じたことでしょう。聖書には書いてい

ませんが、のんだり食べたり、楽しくやろ

うぜという声も聞かずに黙々と大きな船を

作るノアとその家族。神の命令だとは言

え、「何の為にそんな大きな船を必要と

するんだ。」「馬鹿な奴だ。」ノアがそんな



人々の声に「お前たちも神の言葉を守り

なさい。今からでも良いから一緒に作ろう。

そうすれば助かるぞ」そう言って人々を

誘ったとは書いていませんが、きっと同

調するように求めたでしょう。しかし人々

の答えは「ノー」でした。やがて箱船が完

成すると、神はまた命じます。「生きとし

生けるものが一つつがいづつやってくる

から入れなさい。」そしてノアは家族と一

緒に箱船に入り扉を閉じます。すると大

雨が40日40夜降り続き、大洪水が起り、

それが 40日間続いたとされています。聖

書に出てくる 40 という数字は神が定めら

れた長い時間というような意味ですから、

40 日降って大洪水が 40 日続いたという

文字通りのことではなさそうです。大きな

山のいただきに漂着した箱船は水が引く

までじっと待ちます。やがてカラスを放し

ますが、何も見いだせず帰って来ます。

その後で鳩を放すと戻ってきます。一週

間後にまたは鳩を放すとオリブの枝を加

えて戻っています。地上に芽吹きがある

ことを知ります。この鳩がオリブの枝を加

えた絵柄が、平和のシンボルとしてつか

われています。たばこの絵柄になってい

るのでご存じの方も多いことでしょう。そ

れからまた時間をおいて扉を開けます。

新しい世界の始まりです。ノアは神に感

謝をします。その時に、虹が架かり神の

声がします。「二度とこのようなことをして

滅ぼすことは

ない。この虹が

その約束のし

るしだ。虹を見

る度に神との

約束を思い出

しなさい」 

再創造された世界が今度は上手くい

ったかというとそうではありませんでした。

神が創造されたときに、いつも神を神とし

て信じて、神が求めるように互いに愛し、

和解してバラな生活をせず、悲しみにあ

る人に笑顔が取り戻せるように。力のある

ものが世界を支配するのではなく、この

世界が互いに支え合っていくことのため

に働いていこうという約束をした事を忘れ

て神を裏切り、自分だけが、力のあるも

のが全てを支配するのだというように考

えてしまうのです。ノアの約束の通り、も

はや神は大洪水でこの世界を再創造す

ることは無いでしょう。だからといって神

の約束が反故にされたわけではありませ

ん。人間は何故この世界に存在している

か。偶然に存在しているわけではありま

せん。神に約束をこの世界に実現させる

ために創造されたのです。自分が良け

れば良いという事ではこの世界は上手く

回っていきません。気付く気付かないに

拘わらず誰もが誰かの支えによって、何

かが私たちを生かしているから存在でき

る。そのことを忘れて二度と神を悲しませ

ないようにしたいと思います。しかし実際

は世界中に貧困と暴力、支配と搾取が

横行しています。私たちの力は小さく、

わたしたちが何かをしても何の役にも立

たないのではないか。そんなことはありま

せん。子どもたちがそんな諦めではなく

小さな事を積み重ねて素敵な世界を築

いていく勇気と力が与えられていると信

じています。子どもたちが素敵な世界を

回復させられるように私たちは彼らの成

長を見守っていきましょう。 


